
今や、仕事でも家庭でも、社会のあらゆる場所でＩＣＴの活用が日常のものとなっ
ており、これからの時代を生きる子どもたちにとって、パソコンやタブレット端末は、
鉛筆やノートと並ぶ必須ツールであり、情報活用能力をはじめ、社会を生き抜く力を
育み、子どもたちの可能性を広げるために必要不可欠なものとなっています。

既に小中学校では、文部科学省のGIGAスクール構想※１により、児童生徒１人１台
端末（パソコン・タブレット端末）を活用した授業が始まっています。

山梨県教育委員会では、こうした子どもたちの学びの連続性を考慮して、県立学校
の令和４年度入学生から各家庭で端末を御用意いただき、学校の授業をはじめ、校外
や家庭でも自由に端末を活用して学習ができる生徒１人１台端末の環境づくりを進め
て参りますので、保護者の皆様におかれましては、御理解と御協力をお願いいたします。

保護者の皆様へ

※１「GIGAスクール構想」：ＩＣＴの特性
を生かした効果的な学習を推進し、次世代で
活躍する人材を育てようとする取組のこと。

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_
00001.htm（文部科学省）

紙のプリントと
同様にデジタルプ
リントを作成して
います。
課題提出もオン
ラインで行います。

県立北杜高等学校

令和４年度入学生から

県立かえで支援学校

タブレット端末
に文字入力をした
り、写真撮影をし
たりして学習に取
り組んでいます。

資料等を読み自分
の考えをまとめたレ
ポートをリアルタイ
ムでクラスメイトと
共有し、自分の考え
を伝える力を養って
います。

県立甲府西高等学校

今後のスケジュール（予定）

令和4年1月中旬 端末機種の参照モデル等をHPに公表

令和4年3月下旬 各校の合格者説明会で、端末の購入
方法及び経済支援策等を説明

既にICT端末を活用している県立学校ではこのような取り組みが進んでいます

県立身延高等学校

オンラインで
面接の指導をし
てもらうことで、
就職・進学に向
けて準備を行っ
ています。

https://www.mext.go.jp/a_menu/other/index_00001.htm


Q 家庭での通信料は誰が負担するのですか。

１人１台端末導入についてのQ&A

Q すでに所有している端末を学校に持ち込むことはできますか。

県教育委員会が示す仕様を満たすキーボード付き端末であれば利用できるように
する予定です。仕様については、令和４年１月以降、学校及び県のホームーページ
に掲載し、中学校を通じてお知らせする予定です。なお、どのような機種を準備し
たらよいか分からない方のために、参照モデルを提示する予定です。

各家庭での負担となります（学校でのWi-Fi接続通信料は県が負担します）。今後
家庭での活用が増えることも考えられるので、Wi-Fiなどの安定した通信環境の整備
に御協力をお願いします。

Q 端末は学校の中だけで使うのですか。

端末は毎日持ち帰ります。自身が所有する端末を持ち帰ることで、例えば、家庭で
課題を受け取ったり、提出したりできます。また、教員の授業動画を用いて予習・復習
として見ることもできます。臨時休業の際には、端末を使って、オンライン学習や
教員との面談を行うこともできます。

Q 経済的な事情で端末を購入することができない場合はどうすればいいですか。

経済的に余裕のない御家庭に対する支援策を検討中です。決まり次第、山梨県教育
委員会ホームページ等でお知らせします。

１人１台端末の活用により次のような学習を行っていきます

文部科学省「学びのイノベーション事業」実践研究報告書より

山梨県教育委員会教育庁総務課
ＴＥＬ：０５５－２２３－１７５０ Mail：kyouikusom＠pref.yamanashi.lg.jp

お問い合わせ先

令和３年10月現在

Q セキュリティ対策はありますか。

各端末に導入する管理ツールにより、不適切なサイトへのアクセスには制限が
かかります。

グループでの分担、協働に
よる作品の制作

情報端末の持ち帰りによる家庭
学習

複数の意見・考えを議論して
整理

遠隔地や海外の学校等との
交流授業

デジタル教材を用いた思考
を深める学習

マルチメディアを用いた資料、
作品の制作

インターネットを用いた情報収集、
写真や動画等による記録

一人ひとりの習熟の程度等に
応じた学習

Q 端末は自分で用意するのですか。

各御家庭で県教育委員会が示す仕様を満たしたキーボード付き端末を御用意して
いただきます。


